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開設学科 コース名 開設期
対象年次 科目区分 時間数
単位数 授業形態
教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 70%
小テスト 0%
レポート 20%
成果発表

（口頭・実技） 0%
平常点 10%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 映像リテラシーA1（業界スキル）
科目基礎情報

放送芸術科 前期
1年次 必修 30時間
2単位 講義

 この授業ではキャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。遅刻や欠席は認めない。
授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める。
ただし、授業時数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。
担当教員情報

前田 大輔 実務経験の有無・職種 有・テレビ放送技術
学習目的
 テレビ、映画、動画業界で必要となる業界⽤語、業界スキルの基本を習得させる。またマスコミ、テレビ局の仕組み、NHKや⺠放の違
いなど就業する前に必要な業界研究の要素も入れる。卒業期前に就職活動の基本、会社訪問や研修で必要なスキルを知り、卒業期よりス
タートする就職活動の準備をさせる。

到達目標
映像業界を理解する。
映像業界を目指す学生に必要な知識を習得する。
就職活動に必要な知識を習得する。

教育方法等
(1)授業初めに⾃⼰分析シートを書かせ⻑所、短所など⾃分を⾒つめ、知る。
(2)毎回テーマを決め、テーマに沿ってPPTやプリントを使って授業を展開する。
(3)ジャンルを問わず知っておいた方が良い映像を鑑賞する。

映像業界に必要な⽤語やマナーを知る。

評
価
方
法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する
なし
（⾃分を知る）⾃⼰分析シート提出
なし
積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回〜１５回）
授業内容 各回の到達目標

仕事に際しての心構え 生徒と学生、社会人の違いを学ぶ。

業界⽤語(1)

映像業界に必要な⽤語やマナーを知る。

履歴書の書き方(1)

テーマに沿ってグループにて課題解決を行い、発表が出来るようになる。

テーマに沿ってグループにて課題解決を行い、発表が出来るようになる。

業界会社を知る(2)

就職活動の流れ(2)

グループディスカッション(1)

グループディスカッション(2)

就職活動の流れ(1)

業界⽤語(2)

映像業界の仕組みや協会、会社、企業を知る。

映像業界の仕組みや協会、会社、企業を知る。

就職活動の動きを知ることで今後の目標を立てる。

就職活動の動きを知ることで今後の目標を立てる。

業界会社を知る(1)

検定試験(2)

履歴書の内容を知り、実際に記入し仮履歴書を完成させる。

面接、面談の仕方

履歴書の内容を知り、実際に記入し仮履歴書を完成させる。

メール封筒の書き方、電話の掛け方

就職活動で必要なスキルである面談、面接を理解する。

検定試験(1)

就職活動で必要なスキルであるビジネスマナーを理解する。

業界で必要な基礎知識となる検定を内容を理解する

検定試験の練習問題を解き、基礎知識を知る。

履歴書の書き方(2)


